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2 ． 日 白勺 
本研究の目的を次に列挙することにする。 
L 諸外国および日本のschool 叫obia, school 
ref usa l に関するれ灘研究を概観する。 
2．不登校の意味の万功‘りとnon-attendance at 
school, school山obia, school re釦salに関連 
する用語を風ICとPSYCHOLOGICAl」超貿鼬ロSにお 
いて検討する。 




4.non-attendance at school, school phobia, 










3 ． 方 :;.去 
凪ICおよびP雛〔】H0L0GICAI」超STRACISのat-





ている“w取Chilむen Reject School-Views 
froui Seven Counセies. ”を訳出し参考とする。 
4 =． 考一 察 
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きている。school phobiaを学校恐怖症, school refusalを登校拒否という用語に 
置き換えた時に，そのもともとの意味が規定されてしまう， と筆者は考える。そ 
こで最初にschool phobiaやschool refusalがどのような歴史的な背景を持ち，初 
期研究においてでどのような対象に使われ，どのような状態を表しているのかを 
調べたいと考えた。また近年non-attendance at school不登校という用語も用い 
られるようになってきている。日本と外国の表現，社会的文化的歴史的背景の違 
いは大きく， このことから， 日本の研究ばかりではなく外国の研究にも目を向け 
る必要があると考えた。 








第2節 目 的 
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本研究の目的を次に列挙することにする。 
L 諸外国および日本のschool phobia, school refusalに関する初期研究を概観 
する。 
乙不登校の意味の広がりとnon-attendance at school, school phobia, school 
ref usalに 関連する用語をERICとPSYCHOLOGICAL ABSTRACTSにおいて検討する。 
3.attendance, school phobia, school refusal，およびこれらの関連用語に関す 
るERICとPSYCHOLOGICAL ABSTRACTSでの論文件数の推移を調査し検討する。 
4.non-attendance at school, school phobia, school refusalに関tるERICと 
PSYCHOLOGICAL ABSTRACTSにおける1980年以降の諸外国の文献を，各国毎に分 
類し研究の概観をする。 
5.ERにとPSYCH0LOGICAL ABSTRACTSでのnon-attendance at school, school phoー 
bia, school refusalに関する日本の文献を中心に研究の概観をする。 






第3節 方 法 
ERICおよびPSYCH0LOGICAL ABSTRACTSのattendsance, school phobia, school 
refusalをキ ーワードとする1980年以降の文献検索から得られた約400件あまりの 
文献を中心に各国別,年代順に分類し研究の概観をする形での文献研究による。 
あわせて，7カ国の不登校研究を取り扱っている“ Why Children Reject School 
ーViews from Seven Countries. ”を訳出し参考とする。 
第2 章 歴史白勺展望 
第1節 諸外国における初期研究 
1．はじめに 




このケースは， "Versuch einer Darstellung der psychoanalytischen Theoー 
rie,2nd edn.(Z6rich:Rascher, 1955)”から翻訳された「精神分析の理論」の最後 
の章に収められているケースである。序文によると，この最後の章の子どもの分 
析は， “6ber Psychoanalyse beini Kinde" （子どもの精神分析に関して）として， 


























































ることになるschool phobiaあるいはschool refusalのケース研究であると考えら 
れる。これ以前には，Jungはこの種のケースを報告してはいない。Freudに おいて 
のこの種のケースの記述は見られないので，school phobiaあるいはschool 
















M.Kleinは, 1923年に「子どものリビドー的な発達における学校の役割」 と題す 
・・7-



















Treynorは， schoolsicknessを， 「疾患として定義するかどうかは別として，児 
童生徒の多くの性格上の問題や行動上の問題の背景として存在し，栄養不良の原 
因となるもの」であるとしている。そして， 「不安，落ち着きのなさ，短気,興 








ないと，schoolsickness と解釈される情緒的変化breakが起 こり，粘着気質 
phlegtnaticで ない子どもにとって，学校は強迫的なものになってしまうとしてい 
る。食事はせかされ，睡眠は心配でかき乱され，狼狽しながらも欠席という考え 
















































精神分析的な治療処置を別にして，このBroadw inのtruancy における内包性に，新 
鮮さを筆者は感じさせられる。 
6. Partridgeの研究 
Partridge(1939）は， 彼自身がtruancy としている50ケースについて，研究をし 
ている。彼はこれらのケースをヒステリーHysterical群，欲求不満Desiderative 







なかったとしている。 そしてtruancyが， どのような情緒的な状態から起こったか 
を示すために，7歳の少女のケースを詳しく取り上げている。 更に，その他のケー 
スについても簡単に触れ，Broadwinの ケースとの類似性を指摘している。 精神神 
経症群は，患者の対抗できない情緒的状態に対する解決を見つけ出す試みとして 





phobiaと いう用語を最初に用いたのは，Johnson ら（1941）である。しかしこの 




る。誰がschool phobiaという用語を創り出したのかについてJohnsonは 記述をし 
ていないので，Br oadw inやPartridgeの 前後の文献の記述にあるものと考えられる 
が，学校恐怖症という診断名の発祥を筆者は明らかにすることはできなかった。 


























phobiaの基本的な問題は， 学校へ行かないことではなく，むしろ分離不安s epaー 






は，Johnson らはここでは取り扱っていない。 その後の研究で，school phobiaの 
要因が，分離不安によるものか，それ以外の要因によるのかという議論が起きる 
が，truancy に含められていた学校に行けない状態の中で，分離不安を基本的な要 











席の急性の症候群のことについて書かれているものが，Broadw inとJohnsonで ある 
とKleinは している。Klein自身は， school phobiaという用語は用いず，登校拒否 
(refusal to go to school) ,学校嫌い (reluctance to go to school) , ある 
いは学校不安（anxiety about school）という表現をしている。 
Kleinは，7歳から14歳までの9つのケースを取り上げて論じている。このうち4 
























このことから，E.Kleinは, school phobiaと捉えられている状態では学校の要 
因も大きな原因であると考えており，Johnson らとの捉え方の違いがあることが分 








9. Warrenの 研究 


















































としていることから，school phobiaを分離不安と考えており，Johnson らの考え 
方をとっていると言える。school phobiaの根本的原因を学校，教師，交友関係な 
どにあるとは考えていない。 
11. Es tes らの研究 







































































































School phobiaという用語が，確立されるのは，英国で，Warren( 1948）によって 
母親の神経症を問題にして，いわゆる非行怠学群の中から神経症的登校拒否群を 
取り出し，Suttenfield (1954）が彼の論文で行っている先行研究の概観の中で， 
Johns on ら，E,Klein, Jacobsen (1948) , Van Houten (1948）を取り上げている 
ことから，1945年から1948年の頃ではないかと考えられる。ただ，この当時に， 

































































































































の経過から急性，亜急性，慢性に分けて報告をしている平井（1968, 1972 )，自我 
の発達という側面から論じた滝宮（1972 )，小此木ら（1963 )，松本（1986）の 
報告，登校拒否児の基礎にある障害や心的機制の面から分類した福間ら（1980 ) , 






















と，不登校に関する用語non-attendance at school, school phobia, school 
refusalお よびこれらに関連する用語をERIC (Educationa Resources Inforotaー 
tion Center）およびPSYCHOLOGICAL ABSTRACTSにおいて検討する。 
更に， これらに関連する用語を含む論文件数を，ERI CおよびPSYCHOLOGにAL ABー 
STRACT Sにおいて調査し，年毎推移を検討する。 (ERIC, PSYCHOLOGICAL ABー 
STRACTS, Thesaurusについては，資料編3章の部参照） 
第2節 不登校に関する用語とERICおよびPSYCHOLOGICAL ABSTRACTSでのこれら 
に関連する用語 
不登校に関する用語としては，school phobia, school refusal，およびnon-
attendance at schoolがある。 ERICおよびP SY C HO LOGにAL ABSTRACTSではこれらに 
関する用語としては，school phobia, school refusalはそのままであるが，non 
ーattendance at schoolは，school attendanceあるいはattendanceに含 まれる。 
更にこれらに関連する用語として，ERICおよびPSYCHOLOGICAL ABSTRACTSから， 
school dropouts (dropouts) , school suspension (suspension) , juvenile 
delinquency (delinquency) ,school truancy (truancy ）を取り上げる。 






以前にも，school phobiaおよびschool refusalをキーワードとしている論文は， 
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存在している。ER ICとPSYCHOLOGICAL ABSTRACTSの比較の意味から，ここでは196 
9年以降の論文を調査している。 
第3節 不登校の意味の広がりと関連用語 






るもの（平井ら（1968)) , 2．中核群と辺縁群に分けているもの（山本ら（1963)) , 
3．神経症群，性格障害群，類精神病群（分裂症群），反応性群などに分類してい 





A タイプ： 「優等生の息切れ型」 














っているので， 2節で取り上げたERICとPSYCHOLOGICAL ABSTRACTSでの不登校との 
関連が考えられる用語を小泉の分類と対応させると，次のようになる。 
・attendance(school attendance）  不登校，広義の登校拒否 
・ delinquency(juvenile delinquency) 3. 
・ dropouts(school dropouts)  1.2.3.4. 
・ school phobia  1. 
・ school refusal   1. 
・ school suspension(suspension)  1.2.3. 
・school truancy(truancy)  3.,（不登校） 




第4節 ERにおよびPSYCHOLOGにAL ABSTRACTSでの用語の取り扱い 
L はじめに 
ERにおよびPSYCHOLOGICAL ABSTRACTSのThesaurusにお いて用語に含まれる内容 




ERにでは, attendanceは, absence(students),attendance services,class 
attendanceお よびschool attendanceを含んでいる。PSYCHOLOGICAL ABSTRACTSで 
は，attendance (school）に対して用いられ，学校あるいは学級での生徒の規則 
的な登校，あるいは無断欠席以外の要因による長期欠席を取り扱うとしている。 
non-attendance at schoolはこの中に含まれると考えられる。 
-27-
3 .delinquency(juvenile delinquency) 
ERICでは, delinquent behavior,delinquent identification,delinquent 
role,delinquents,juvenile delinquencyを含む～ -方, PSYCHOLOGICAL AB-
ST RA CT Sで は，delinquency( juvenile）に対 して用いられている。 
4.dropouts(school dropouts) 
ERICでは, college dropouts,dropout problem,dropout role,early school 




PSYCHOLOGICAL ABSTRACTSでは，school dropoutsを用いている。 
5.school phobia 
ERICでは，school phobiaの中にschoolsicknessの記述が見 られる。広義には， 
fearを含む。関連用語として，anxiety皿athimatical anxiety,neurosis,sepaー 
ration anxiety,student school relationship,test anxiety,writing appreー 
hens ionが挙げられている。 一方PSYCHOLOGICAL ABSTRACTSでは，広義にはpho-









ERI CにおいてもPSYCHOLOGICAL ABSTRACTSにおいても，この用語はThesaurusに 
は，登録されていないが，キーワードとしては用いられている用語である。 検索 





school suspension，広義にはdisciplineと されている。関連用語として，acaー 
deinic failure,acadeinic probation,attendance,college attendance,disquali-
fication,expulsion,out of school youth,school attendance legislation, 
withdrawal(education）を 挙げている。PSYCHOLOGICAL ABSTRACTSでは，たいてい 
規則的な理由から，学生を一時的・強制的に自宅謹慎させるという記述がなされ 
ており，suspension(school）が用い られている。広義には，school enrollmentが 
含まれ，関連用語には，classroom discipline,school expulsionの記述がある。 
8. school truancy(truancy) 
皿ICでは，school truancyとある。関連用語としては，attendance, attendー 
ance patterns,continuation students,dropouts,runaways,school holding 







状態を表す言葉として無断欠席が適切であると考えるからである。 (truancy につ 
いての英英辞典での記述については，資料編： 3章の部参照） 



















3 .attendance(school attendance）に関する論文件数の年毎推移 
1969年以降ERICでは7,215件，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTSでは932件が存在してい 









































phobiaの範時で取り 扱っている文献も多いものと考えられる。 日本人の研究は 




8.school suspension(suspension) に関する論文件数の年毎推移 
1969年以降ERICでは977件，PSYCHOLOGにAL ABSTRACTSでは110件収録されている。 








9.school truancy(truancy) に関する論文件数の年毎推移 













school phobiaに関する1980年以降の増加およびschool refusalに関する1981年 










第4 ＝章 タf,I玉Iに才S‘ナるフ「く登*交 3f究く2ソ末既雀見 
第1節 はじめに 
この章では，ERにおよびPSYCHOLOGICAL ABSTRACTSにおいて，non-attendance 
at school, school phobia, school refusalに関する1980年以降の外国の文献を， 
各国毎に分類し，研究の概観をする。方法としては，ERICおよびPSYCHOLOGI CAL 
ABSTRACTSでのschool phobiaとschool refusalをキーワードに持つ文献を，1980 
年以降について検索し各国毎に分類する。3章で見たようにattendanceに ついて 
は，1985年以降を同様に検索するが，タイトルと文献の要約に基づいて，nonー 
attendance at schoolに関すると考えられる文献を選定し，各国毎に分類する。 
その後これらの文献を年代順にし，研究の概観を行う。国の順序はabc順として概 
観を進める。なおnon-attendance at schoolについては，キーワードがattendー 
a nc eであり，便宜的にattendance と表すことにする。 
第2節 オーストラリア（Australia) 
1．はじめに 
attendanceに関す るものとしては，Harper (1986) , Mulvany (1989) , Plapp 
(1990 )，の3件がPSY CHO LOGにAL ABSTRACTSで挙げられている。school phobiaに 
関連して, ERICではPhillips (1980) , Kingら（1990）の2件が取り上げられてい 
る。一方PSYCHOLOGにAL ABSTRACTSでは，Renouf (1985), Ke 1 e皿en (1988) , 
Lind (1987) , Hickeら ( 1989 ) , Kingら（1989)，の5件が取り上げられている。 















生徒の在籍率 （単位 ％) 
年次 10年次 11年次 12年次 
1971 78.5 42.1 25.9 
州 立 
1982 90.7 51.6 29.6 
1971 88.7 59.2 25.9 
私 立 
1982 99.8 76.1 58.5 
表に関して言えばWarrenは， ハイスクールの第4年（10年次）あるいは第6年（ 

















Harper ら（1986）は， "school-sick bay”という言葉を用い，Treynorが1929 
年に用いた“schoolsickness" を思い出させるものがあるが，ここで用いられて 
いる“school-sick bay" （学校病気の窮地，追いつめられた状態）という用語が， 
あまり一般的に用いられていない用語であるために，どのような状態を対象とし 










































Renouf (1985）については，school refusalの関連で述べているので，ここで 
は触れない。 








































































































ERICおよびPSYCHOLOGI CAL ABSTRACTSには,ブラジルについてattendance, 
school phobia, school refusalに関する文献は，見い出されなかった。1989年の 
「児童青年精神医学とその近接領域」と1990年の‘'Why Children Reject 
School." （資料編：参照）にCe 1 Iaの研究が見られるので， 取り上げる。 





この点を考慮しながら，それでもCelia (1989）は， 「ブラジルでは，どちらか 
というと恵まれた社会階層の児童・青年が示す臨床的特徴は，例えば日米欧の児 

















































2. attendanceに 関する研究の概観 
Lock (1986）は，日本における登校拒否を論じており，カナダの節では，取り 
上げない。Desnoyers ら（1988）とPauker ら（1988）を取り上げ，ここでは論じる 
ことにする。またAtkinson,L. ら（1989）については，school phobia, school 



























Rubenstein (1980) , Atkinson,L. ら (1985 ) , Atkinson,L. (1987), 
Atkinson,L.R. (1987)，およびAtkinson, L. ら（1989）の研究については， 
school refusalの関連で見ることにする。 
Beitchnian (1981）は, 9歳の男子と精神病の父親のケース研究を行っている。 
このケースを通して，難しい関係を持つ親子を分離させること，およびそのため 
の危険について述べ，更に，実行可能な治療方略を取り決める上での問題と落と 
し穴，親との治療的な信頼関係の重要性が述べられている。特に, school phoー 
b iaの初期の履歴と進行，委員会との関わり合い，外来治療処置，その少年の入院 
期間が論じられている。 



































Rubenstein ら (1980 ) , Atkinson,L. ら (1985) , Lock (1986) , Atkinson,L. 
ら（1987 ) , Atkinson.L.R. (1987 )，およびAtkinson,L. ら（1989）の研究があ 
るが，Lockについては， 日本に関する研究であるので， 7章で検討する。 












は慢性的なschool phobiaやschool refusalを中心にしたものであると考えられる。 
これはーつの提案とは考えられるが，広い意味での登校拒否あるいは不登校には 
適用できないものであると筆者は考える。 











と継続しているが，Atkinson, L．らは, ここでは明確な結論を導き出されないでい 
る。 





































































日本では見られない。ERI CやPSYCHOLOGICAL ABSTRACTSにおいても，school phoー 
b Iaおよびschool refusalについては1980年以降見ることがない。また，at tendー 
anc eに関しても, 1985年以降について見ることはない。 "Why Children Reject 
School" （資料編参照）のJensenの研究を ここでは取り上げる。 
Jensen (1990）によれば，デンマークにおいて，1988年のPetersenが， 「学校 










































































































CP( 1年生） CM2(5年生） 
公 私 全体 公 私 全体 
1975 15.0 9.4 14.3 10.6 10.7 10.6 
1980 13.7 8.5 13. 0 9.9 10.1 9.9 



























sionnelles de niveau,CPPN）及び「職業見習い準備学級」 (classes preparaー 



































育における外国人生徒数とその比率」として， "Extrait de:L'immigration a 
1'Ecole de la Republique,Rapport au ministre de 1'Education nationale.J. 
BERQUE.CNDP, 1985”から表にしているが，それによると，1983- 1984年度では， 












本r (1988)が , "La France en tnai 1981:1'enseignement et le development 














"Reperes et references statistiques sur les enseignements et la forma-
tion,edition 1986,p213”から記述しているので転記する。 
表 第1期課程の修了率（1975年入学生） （単位僕） 
専攻 法学 人文 理学 MASS 医学 I UT 平均 















びschool refusalに関する文献は見られない。 ph o bi aに 関連するものが7件， 
PSYCHOLOGにAL ABSTRACTSに取り上げられている。 
Valentin (1984）は，Rousselle病院での潜在的なschool phobiaのケースにつ 
いて，Rogeら（1986）は，school phobiaにおける分離不安に関して研究を行って 
























3. Chilandの研究に関 して 
Chiland (1990）は，少なくとも小学校1年生の半数が，1年生を繰り返している 
ことから，教育課程が，多くの子どもの能力を越えた水準に置かれていることに 










































子どもの進路について，フランスの教育省の文書，Scolarite de generations 
















て，必要な調整をしなければならないと, Chi landは指摘し ている。 
フランスでは，内閣や文相が変わる毎に教育改革が行われ，前期中等教育でも 
学業遅進生徒や中等教育に適さないと判断された生徒に対する政策が様々に取ら 
















































































































25.5 28 9 25 
24.3 28.2 51 
4.4 3.1 3 






























































Hopf (1989）によると，6 -10歳の子どものうち外国人の割合は，1978年9.6為 
1979年11.7器1980年13.7%, 1981年14.9％となり，1983年には15.8％になることが 























































































84年のGranell de Aldazらと一致するとしている。 
RemschniidtとMattejat (1990）では，更に入院治療処置，外来治療処置，デイ 
ホスピタル治療処置についての治療プログラムを提示し，考察を加えている（資 




























1年 2年 3年 4年 5年 1年 2年3年4年 5年 6年 7年8年 
100 66 54 43 35 都市部45 44 44 44 43 40 39 38 




1980年以降のERI CおよびPSYCHOLOGにAL ABSTRACTSに取り上げられているインド 





























Rangaswatni (1983）と?lehta (1987）は，それぞれ8歳と11歳のschool phobiaの 























ユネスコの“Statistical Yearbook" (1983）によると，1975年の留年率は， 




































で, school phobiaもその内容に含まれる「学校不安」が，存在することは考えら 
れる。 















留年率については，ユネスコの“Statistical Yearbook" (1983）によると， 
1979年の段階で，1年生2%, 2年生器，3年生1%, 4年生1%, 5年生1％とたいへん低い。 
2.Perugi らの研究に関連して 
イタリアの1980年以降の文献は，ERIC及びPSYCHOLOGにAL ABSTRACTSでは， 
school refusalとattendanceに 関する文献はない。 
























患者では見られない（Gi ttelman-KleinとKlein 1984 )。症状が重篤な場合に，そ 
の他の障害を引き起こす傾向があるという指摘があり, この研究とは異なった結 
果となっている点もあるように考えられ，P erug 1の これ以降のイタリアでの研究 
にも注目しておく必要があると考えられる。 










2. attendanceに 関する研究の概観 
1980年以降では，Gall owayが， 幾つかの論文を発表している。彼自身は，ウエ 
リントンのヴィクトリア大学所属ではあるが，研究の対象が英国本国を中心とし 
たものであるので，第14節で検討することにする。なお，school phobiaおよび 



























tistical Yearbook" (1983）によると，義務教育は6歳～12歳の6年間である。 
2..Obeの研究に関連して 
attendanceお よびschool refusalに関する文献はなく，school phobiaに関する 
-72-














































ム（gytunasieskola ) に一本化されている。更に就学前教育，高等教育，成人教育 
についても1977年には改革が行われ，義務教育前，義務教育，義務教育後の三段 
階からなる学校体系が形成されたとしている。 





















スウェーデンにおけるattendance, school phobia, school refusalに関する文 













Nursten, 1962年のChazan, 1970年のSmithによって得られた数字とよく一致して 
いる」， と述べている。同時期の日本での追跡研究を見ると，本城ら（1987）の 
名古屋大学精神科外来の総受診者数に対する登校拒否患者数19 72-74年8.0%, 198 









































等教育（primary education 5-il歳）（ウ）中等教育（secondary education ll~ 
18歳）,（エ）継続教育（further educationウ肋を除く16歳以上の教育）（わ高等教 
育（higher education一般教育証明試験（C CE）上級試験合格程度以上の教育．18歳 
以上．教員養成を含む）（カ）成人教育（adult education）の段階・領域に分かれる。 
このうち（カ～（ウ）が学校教育（school education) , (D ~（力）が学校後教育（ 
postschool education）と総称される。 
義務教育は，5歳から16歳までの11年間で，児童は5歳で義務制初等学校（ 
primary school）に就学し，多くは（中級学校middle school進学者を除く）11歳 
で中等学校に進学する。義務教育後の教育機関は，（ア）中等学校（secondary 
school後期学年 ・学校）,G ）継続教育機関（further education instituion), 















校coinprihensive schoolに在学するようになり,古典語中等学校grammar school 
は250校，技芸中等学校technical schoolは10校以下に減少している。 
小澤(1986）の引用によると，1983年における公営部門の中等学校の生徒の 
90. 7％は,統合制中等学校に在籍しているという（Department of Education and 






の普通段階試験（General Certificate of EducationくGCE>,ordinaly level）及 








































B ergの研究も数多く記述されている。Bergら（1985a ）の程度の重い登校上の問 
題に関する分類については，attendance との関連もあるが，school refusalの所 




































Boo isら (B ergを含む） (1990）の登校に失敗する子どもの精神医学的障害の識 
別については，attendanceと の関連もあるが，school refusalのところで見るこ 
とにする。 
Hibbettと Fogelnian (1990）は，2, 170人の無断欠席の対象者と8,470人のそうで 
はない対象者で,家族構成，健康に関する行動についての成人前期の結果を調査 
研究している。データは，誕生時，7歳，11歳，16歳，23歳に対象者を調査してい 










Berneyら ( 1981）のクロミプラミンによる治療的試みに関しては，school 
phobiaと も関連するが，school refusalの所で見ることにする。 




























を得た行動によって，効果的にしばしば解決されるという主張をCowel l と Frankー 
1 inは支持している。 




school phobiaとの関連もあるが，school refusalの所で見ることにする。 

























B ergら（1985a) は，school phobiaとの関連もあるが，school refusalの所で 

























phobiaに関 しては，このGad owの本の第6章で取 り上げられている。この章では， 
遺尿，脳性麻痺， トウレット症候群とともにこれらに対する薬物管理を論じている。 



























































































































Cooperと Mellors (1990）は，登校拒否者と無断欠席者の態度と信念についての 
教師の認知に関して，イギリスの特殊教育学校の26人の教師から得た情報に基づ 









5. Lansdownの研究に関連 して 
ー関ー 
Lansdown (1990）の研究を基にして，不登校に関連する問題を検討することに 








Gal loway( 1985）の研究では，不登校のカテゴリーを明確にしようとして，カテ 
ゴリー間のかなりの重複も認めながら，8つのカテゴリーを概説している。 
Gallowayが， lschool phobiaあるいは心身症的疾患」と考えているカテゴリーの 



























Lansdownは, 1974年のFogelnian と Richardsonの研究を引用し，親の職業で決定 
される社会階層から，出席すべき日数の15％以上を欠席した生徒の6％が第I 社会階 
層出身，20％が第V階層出身ということから，不登校と社会階層に関連があると思 






















Hersovは, 1960年より不登校の研究を行っているが，ここでは, 1990年の論文 
に関連して，無断欠席と登校拒否について概観することにする。 
Hers ovも， 1974年のFogelman と Richardsonを引用し,英国の全生徒の1/10が， 



















席になる場合がしばしばある」と，1980年のFarr ing tonを 引用して述べている。 












否との数値的な関係は別として，Berg (1985a ）のような結果につながるものと考 
えられる。 








5・3・4年制や4・4 ,4年制をとるミドル・スクール皿iddle schoolsが増加してきてお 
り，全米教育協会の調査によれば，1964年63校，1969年235校であったが, 1977年 
の国立教育統計センター（National Center for Education Statistics,NCES）の 




















表 ハイスクール中途退学の理由別比率（1979) （単位：%) 
学校を離れた理由 合計 男（黒 欧 白）女（黒 ヒス 白） 
学業を完了（早期卒業） 3.9 3.8 6.6 2.3 2.8 1.4 5.9 
結婚 8.2 1.0 2.0 2.3 4.2 16.1 17.1 
妊娠 9.7 0.0 0.0 0 .0 40.4 16.8 14.5 
学校が嫌い 27.5 28.9 24.2 37.4 14.7 13 .8 23 .3 
能力不足／成績不振 ＆3 8.1 2.6 8.5 4.6 1.4 5.5 
家事手伝い 5.4 4.2 11.3 3 .2 9.7 5.6 5.9 
就職 10.6 13.5 18.9 14.9 3.9 7.4 6.3 
学費不足 4.8 7.5 10.7 4 .4 2.3 9.8 3 .2 
入隊 0.9 1.5 2.5 1.6 0.0 0.0 0.1 
退学及び停学 6.2 13.5 6.0 10 .4 4.8 0 .9 1・1 
校内暴力 0.8 0.4 0.0 0.5 0.9 0.5 1.5 
転居 














Association of Secondary School Principals,NASSP)の1984年の "Education 
Indicators" によると，1980年のハイスクールの卒業率は，白人76.1%，黒人59. 



























上昇を続けている［今村（1987）引用の‘'The 加erican School Board JournaL 






佐藤（1986 ) ，今村（1987）は，合衆国のベル教育長官の諮問機関「優れた教育 
に関する全国審議会」(National Commission Excellence Education）の1983年 
に提出された最終答申『危機に立っ国家－教育改革への至上命令』 (A Nation 
at Risk:The Imperative for Educational Reform）に関して論述しているが， 
ここで，不登校に関連すると考えられる内容を取り上げて検討することにする。 






















られ，今村の引用している全州教育協議会（Education Commission of the 
States,ESC ) の "Minimum High School Graduation Course Requirement in the 
States,August, 1984.”から教育省が作成した“The Condition of Education,19 
85 ed.p.70” に基づいた「表 州別にみたハイスクール卒業要件の引き上げ状況」 
を見ると，ハイスクール在学中に履修すべき教科の種類と単位数が増加した州が 











二言語教育（Bilingual Education）とESL (English as Second Language）の 
活動，公教育内における選択肢拡大の動きとしての「オルタナティブ・スクール」 
(Alternative School) ［豊田（1992）参照］の動向， 「治療教育」 (remedial 




















ャップを小学校入学前に解消する」という目標［今村（1990 ) ］とも通じるもの 
であると考えられ，家庭環境の安定によって登校の改善にもつながっていること 
が窺える。 



















州教育協議会（EC S）資料：Minimu皿High School Graduation Course Requireー 





















執筆者の記載がないが，1986年の“Judy Doesn't Go to School: The Fam ily 




















































『 1985-86年の登校改善中途退学予防プログラムのモデル実践。0 EA評価報告』 























らないと主張していると述べている。 "Duro v. District Attorney”決定が，あ 
まりに強く州の利害関係を強調し過ぎ，その決定が，アンマン派の共同体の宗教 





拒絶する点で一致している，と論じている。D ev isの主張に反して， 州の法律への， 















ある。このD ev isとZirkelの論文では親の教育権の問題を論じているが， 1980年代 
に入って顕著になってきた公立学校の教育の質的な低下の問題との関連も考えら 
れる。 



























"Valued Youth Partnerships : Programs in Caring.Cross-Age Tutoring 
Dropout Prevention Strategies." (1986）では，退学予防に対するこの計画の 
内容が述べられている。コカ・コーラ会社とIntercultural Development Reー 























































































のも多いと考えられる。P1 tnianの対象とした子ども達は， このような子ども達で 
あると考えられ，すべての場合に子ども達が家にいた方がいいとは言えない。 






の引用している“Digest of Education Statistics 1985-86,p39”によると，白 
人54. 1%，黒人14. 4%， ヒスパニック30 .4%，アジア系Ll%，インディアン系0.2％と 












































の学校の連携を持つこと，(6）選択的（alternative) 教育プログラムである。 こ 
の最終報告では，26の選択されたニューョーク市の公立のハイスクールで行われ 





























































































権, (5）少年審判所の訴訟手続き，(6）裁判所の命令による教育的な援助，G ）懲罰, 
(8）地方法令による没収物，罰金の8つの規定である。 
Solomon ら（1988）は，ニューョーク市教育委員会の『ミドルスクール登校改善 
中途退学予防計画1986 -87学年度。 0EA評価報告』を論じている。著しく欠席して 
いるか中途退学の危険性のあるミドルスクールの生徒を特定し，計画にしたがっ 
てサービスが行われるとしている。この計画には，(1）登校促進, (2)登校状況， 
G ）ガイダンス，(4）健康, (5）学校水準との関連，(6）選択alternative教育プログ 
ラムの6つの要素が含まれているという。19 86-87学年度の計画の評価に よると， 
(1）この計画の財源は，69校のミドルスクールに配当され，(2）全体で9,554人の生 
徒が，この計画に関わり, (3）この計画は，1985-86学年度の時 より，19 86-87学年 
度に一層効果的に実行され，生徒は，前年よりも一層多くのサービスを受けたと 
し，(4)Chancellorに よって今後に向けて設定された目標を満たし，この計画参加 

































































Meiら（19 88b) は,ニューョーク市教育委員会の『ハイスクール登校改善中途 
退学予防計画, 1986-1987 ：年末報告。0 EA評価報告』を表している。1986 -87学年 
度のニューョーク州の26校の公立ハイスクールで実施されたこの計画の評価によ 
ると，計画の有効性についての重大な問題が起こっているという。この計画参加 
















れている，とHawkins は述べている。すなわち，(D学科聴取（Discipline Moniー 
toring ）システム，(2）中学校と高等学校で，何回も停学した生徒の体験と行動, 













今村（1987）の引用している “Digest of Education Statistics 1985-86,p.3 
9”によるとメリーランド州の公立初等・中等学校生徒の人種別構成は，白人66. 



























































Pauker ら（1988）は, カナダとアメリカにおける登校と不登校に関する比較研 












































































とが明らかになった， とEberhardは述べ ている。 






































(National Council on Educational Statistics）の実験的データ収集の努力を， 
























































Macmah onら（1989）は, ミルウオーキー公立学校体制において，依存的な子ども 














"Education of Homeless Children and Youth,1989." (1989）という報告に 
-122-





































翻ansonと Williams-Robertson (1990）は，テキサス州オースチン独立学区の学 




センター（Alternative Learning Center,ALC）とガードナーベットハウスにある 
トラピスカントリー少年少女留置センター（Juvenile Detention Center loca-

























































































































































































































































Bialer Locus of Control Scale）のコントロールの位置について著しい増加を体 
験し, (2）無断欠席と遅刻が少なくなるだろう， という2つの仮説に特に焦点を当 
















































































同時に起こる問題の広がり, (3）初めの関係における転位, (4）社会体制からの排 






BurkeとSi1vernian (1987)の "The prescriptive treatoient of school re-





















































































































































Stott (1988）の研究は,不登校に関する研究であるが，school refusalとの関 





している。Quality of School Life Scale（学校生活特性尺度）によって生徒の 
認知と登校との関係を調査したと述べている。Life Experience (LEX）に登録さ 
れた35人の生徒と，行動に障害のある中途退学と潜在的な中途退学に対するDrop 
























































Houlihanと Jones (1989）の研究は，attendanceと の関連もあるが，school 
phobia との関連で見ることにする。 
B rykとThum (1989）は,中途退学に対するハイスクールの学校組織の効果につ 





























LastとStrauss (1990）の研究は，attendanceと の関連もあるが，school re-
fusalの ところで改めて取り扱うことにする。Kearney と Silverman (1990）の研究 
もattendance との関連があるが，school phobiaとschool refusalとの関連もある 
ので， ここでは取り扱わず，school refusalのところで取り扱うことにする。 







































Gres hamと Nagle (198D の研究は，ERICとPSYCHOLOGICAL ABSTRACTSの両方で取 
り扱われている。ここでは，行動主義的教育相談を用いたschool phobiaの治療処 
置に関するケース研究を行っている。school phobiaを除去する上で, 1965年の 


















既ICでは， 1982年にschool phobiaに関する文献は見あたらない。アイオワ州学 




きこと」(S.DeKrey) , (2)「発達遅滞の男子での自傷行為の減少のための選択的 
技術」 (G.Robinson) , (3)「激しい不潔恐怖ー行動的およびカウンセリング的治 
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療介入」(J.McMeekin ) , (4)「プログラムの変更：特殊な才能と生まれつきの才 
能に対する精神的不能感」(V.Foubert) , (5)「ある5年生の学習不能の少年の作 
業及び学習不足の自己修正を激励すること」(R.LaNura ) , (6)「ある初等学校の 
少年の学級で音読することの恐怖の軽減」(J.Polifka) , (7)「深いリラクゼー 
ションの使用とschool phobiaの治療処置でのイメージ」(R.Vogt) , (8)「夜尿 
症ー二つの異なった治療介入の方略」 (K.R.Shahriari) , (9)「グループカウン 
セリングの有効性の尺度」(D.Bohline) , (10)「不機嫌な行動に関する付随的な 
集団ひきこもり：事例研究」 (A.Hodapp ) , (11) 1Wiggley Wendyのケース」 (D 
.Lohry ) ,(12)「学校における行動的プログラミング：縦断的自己学習」(J.He-
i der）の12の論文である。 









Ficulaら ( 1983）は，青年男女の登校拒否に関する要因について論じているが， 
ここでは取り上げず，school refusalのところで取り上げることにする。 























































Health (1985）は，school phobiaの病因学，その評価と治療処置について論じ， 





"My Daughter Will Not Go to School." Past Sorrow about the Loss of a 




Brulleら ( 1985）は，school phobiaの特徴，疫学，治療処置，そしてschool 
phobiaと の教育的な関わり合いについて述べている。治療処置の方法について， 
B ru lieらは， 精神力動的，認知的，行動主義的アプローチに焦点を当てている。 
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(2).PSYCHULOGICAL ABSTRACTSにおけるschool phobiaに関する研究 
1). 1980年に出された文献について 
町anen (1980）は，40人の7歳から14歳のschool phobiaの子どもと40人の 
school phobiaでない子どもとを比較研究し，第ーに，教師自身の不安，共感，相 



























データは,実験群と統制群の教師による学級行動目録Classroo慮 Behavior Inー 
ventories (CBI) (1976年のSchaefer, Edgertonと Aaronsonの研究）および実験群 














この研究では1975年のSchaefer, 1976年のSchaeferら の研究から構成された適 
応尺度を用いているとしているが，1975年，1976年の研究ともPSYCHOLOGにAL ABー 




Want (1981）は，school phobiaと無断欠席の特質的な識別について調査研究を 








なかったと述べている。Cattellのプロフ ィール類似尺度Profile Similarity 

































度Quality of School Life Scaleを，家庭及び家族の要因に対して家庭環境尺度 





























Greshani と Nagle (1981）のケース研究については，ERICの1981年の所で取り上 
げているので, PSYCHOLOGICAL ABSTRACTSでも取り上げているという指摘にとどめ 
ることにする。 
Mikkelsenら ( 1981）は, トウレット障害を伴う患者が，ハロペリドールによっ 
て学校回避行動とschool phobiaを引き起こしたケースを取り上げて論じている。 





























しては考えられる。なおCon tessaらの研究は， 1987年にもPSYCHULOGにAL ABー 
S TR ACT Sに おいて取り上げられている。 
Phillipsと Wolpe (1981）は，12歳の分離不安の男子のケース研究を行っている。 







































いに排他的ではなく，(1）生理的障害，(2）詐病（資料編：4 章の部参照）, (3）心 
気症（資料編：4章の部参照）' (4）転換反応, (5）抑うつ性アンビバレント，(6) 




Want (1983）の，school phobiaに対する,学校を基盤とする治療介入の方略に 
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ついての研究は，ERICにおいて取り上げたのでここでは取り上げない。 


















Chassinと Coughlin (1983）は，逸脱行動に対する原因となる，子どもの属性の 
年齢差についての研究を行っている。ここでは，情緒障害児を記述した1976年の 
Mar sd enと Ka 1 terの文献にしたがって，4'-'-6年生, 7-'- 8年生，9-12年生の123人の 
生徒の障害の程度を見積り，これらの子どもたちが行動を起こす際の最も重要な 
要因を見い出そうとしている。初等学校ですら，病理的行動から正常なものを識 











ここでChassinと Coughlinが引用している1976年のMarsd enと Kalterの研究は， 

























































phobiaの原因は母親にある ということになるが，school phobiaの原因を母親だけ 
に帰すのは妥当とはいえない。学校関連の要因で起こっているケースも報告され 


















Truenian (1984b ）のschool phobiaの行動治療処置に関する研究は，ERICの所で 
概観したのでここでは取り上げない。また，Hsia (1984）のschool phobiaおよび 
登校拒否に対する構造的方略的アプローチについては，school refusalのところ 
で取り上げることにする。 























































Klungness と Gredler (1984）は，school phobiaの診断分類と行動主義的治療処 
置を述べている。特異な診断に対するガイドラインを与え，更に無断欠席を 
























































Urrutiaは， この理論に基づいてschool phobiaをとらえているものと考えられる。 
6). 1985年に出された文献について 
Linet (1985）は， この研究で，一日3回0.5-2.5mgのピモザイドを服用するこ 
とにより，school phobiaを進行させたジル・ドウ・ラ・トウレット症候群の10歳の 
男子のケースを述べ,抗精神薬分離不安症候群と言う用語を提案している。この 
症候群はschool phobiaに対するD SM-～の分離不安障害の基準からは，臨床的には 
















school phobiaのケースでは，子どもがschool phobiaであるばかりでなく，親 
が広場恐怖であったり，抑うつ状態であったりというケースがいくつか報告され 












は, 1982年の研究の継続研究と考えられる。異なっているのは（7）で， 1982年では 
精神医学的障害，1985年では心身症的障害としている点である。 
Brulleら ( 1985）の研究は，ER I Cの節で取り上げたので，ここでは論じない。 

















対象を介しての移行” という考え方を, ここでは重度のschool phobiaの少女との 
治療関係に応用していると考えられる。 
D .1986年に出された文献について 
BernsteinとGarinkel (1986）は，school phobiaの対象者の，感情障害と不安 
障害との重複について調査研究している。9歳から17歳の26人の慢性的登校拒否者 
を，構造化された精神医学的面接，不安尺度， うつ病尺度を含む測定の総合テス 



































































Lastら（19 87 a) の研究については，school phobiaとの関連もあるが，school 
refusalの所で検討するこ とにする。また第5章においてDSMー～との関連で検討す 
ることにする。 
Casatら ( 1987）は，分離不安と左房室弁脱出の同時に起こった，研究結果を例 
証する12歳の少女のケースを表している。パニックの発作による分離不安障害と 
成人の広場恐怖の間の関係に対する,間接的な証拠をここでは論じている。左房 
室弁脱出とパニック障害との関連については, Vitielloら ( 1990）も成人のパニ 
ック障害のD SMー～ーRの診断基準を子どものケースに適応して論じている。 
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Burkeと Silverman (1987）の研究は，school phobiaとも関連するが，school 
r ef us alの所で検討するこ とにする。また，Paccione-Dyszlewski ら（1987）の研 
究は，先にERICにおいて取り扱ったので，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTSにおいて取り 
扱われているという指摘にとどめる。 












































Lastら（1987 a ) とともに第5章において，D SMー～との関連で改めて検討する。 
9). 1988年に出された文献について 






















(1983）は，家族評価尺度（Family Assessment Measure,FAM）について論じてい 
るが，FA Mは，(1）家族をシステムとして焦点化するー般尺度，(2）特定のペアとの 










Lastら（1989）は，Las tら（19 87a ) およびLastら（1987b ) に続いて，子ども 
のための改訂恐怖調査表（FSSC-R）による，不安障害の子どもの恐怖の評価とい 











FSSC-RについてはOllendick (1983）が7歳～12歳の25人のschool phobiaの子ど 
もに用いて精神測定的妥当性についての信頼性を報告している。このLastらの研 
究は， この0 liendickの追試的な意味のある研究である。 分離不安障害，過剰不安 
障害，学校に対する恐慌性障害についてはFSSC-Rの得点によって，定性的な面で 
の評価ができるとしている。 


























Knox (1989）は，いわゆるschool phobiaへの選択的なアプローチとして,家庭 
を基盤とする教育を提案している。ここでは，school phobiaの概念が疑わしいも 









Knoxが対象としているschool phobiaは，狭義の意味でのschool phobiaではな 































Kearney ら（1990）の研究は，school refusalとの関連もあるのでschool reー 
fusalの項で取 り扱うことにする。 


















school phobiaと陽性のpositiveな家族史を伴 う子どもにおいては考慮すべきもの 
であると述べ，成人の場合のように，左房室弁脱出は，子どものパニック障害と 
関連するのかも知れないと述べている。 
左房室弁脱出との関連では，先にCasat (1987）カら 分離不安と同時に起こった 
ケースを取り上げ，Vitielloと同じく パニックの発作による分離不安障害と成人 
の広場恐怖との関連を指摘している。school phobiaの中には，D SMー～-Rの成人の 
パニック障害の診断基準を満たすケースもある。 


































Cooper ( 1984）は,青年期の登校拒否者及び無断欠席者における自己同一性を 
論じている。ここでCooperは， 22人の青年期登校拒否者と45人の青年期の分裂的 




























































































上述したように1988年以降1990年までER I Cではschool phobiaおよびschool 
refusalに 関連した文献は見い出されない。1988年以降でもこれらに関連する文献 
が存在することは, PSYCHOLOGICAL ABSTRACTSに存在していることからも明らかで 





(2). PSYCHOLOGICAL ABSTRACTにおけるschool refusalに関する研究 
1). 1984年に出された文献について 





































































































































S tot t自 身は，ニューョーク州立大学の教育学博士であるが，B ergの研究データ 
を用いて研究に当たっている。Berg自身（1988）は，少年審判所の審判の効果が 
無断欠席者に対して有効ではなかったと主張しており，この研究については英国 
の節で取り上げている。S to ttは， このデータを分析し，研究としてまとめたもの 
と考えられる。 



















というケース研究は，同じくschool phobiaの項で取り上げたIngram (1984 ) , 
Wright (1983）の研究がある。この後の研究でもパニック障害と分離不安障害の 
関連を指摘する研究を, Vitielloら ( 1990 ) , Blackら ( 1990）が行っている。 
6). 1989年に出された文献について 
McClureと Sirataki (1989）は， 日本における児童精神医学について考えを述べ 
ているが, この文献については， 日本関連であるので， 7章において取り扱うこ 
とにする。 
7). 1990年に出された文献について 













school phobiaの項で検討している。Alessi と Magenの所で述べたが，このような 
ケース研究の積み重ねから関連の指摘が強化されて行くものと考えられる。 











することが出来ることを示した1987年のGrandell de Aldazらの研究と一致してい 
ることが分かったと述べている。 




























この研究は，Burke と Silverman (1987）によって提案された，登校拒否に対す 
る規範的治療処置の適応を行って，その評価を示している研究であると考えられ 
る。類似の研究は, Burke (1988）によって，6歳から16歳の9人の子どもに対する 
治療処置に関して行われているが，先に述べたようにBurkeの研究では, 最終的に 

























記述している。またユネスコの‘'Statistical Yearbook 1983”によると，教育制 
度については，義務教育年齢制限は7歳から14歳，修業期間6年，就学前教育の入 
学年齢4歳，7歳から12歳までが初等教育段階，13歳から15歳が中等教育第1段階， 







の初等教育段階での留年率は，1年14%, 2年11%, 3年I 1Wii-k, 4年10%, 5年7%, 6年2% 
となっており，フランスとほとんど変わらない留年率になっているところは注目 
に値する。その他の教育行政については，不明である。 
2.Granell de Aldazの研究に関連して 
(D ．はじめに 
ERにおよびPSYCHOLOGICAL ABSTRACTSでのヴェネズエラにおける研究は，1980年 






























の外国の研究においても，1970年の英国のSmithのMaudsley Hospital Children' 
s Departmentを訪れた情緒的障害のある子どもたちのうちの3.8％があり， アメリ 
カでは1965年のKennedyの 1.7%, 1962年のKahnとNurs tenの10年間にわた った外来 
来訪者の完全なサンプルでは，1％から8％まで変化している。スウェーデンの 

































57人の登校拒否の子どもたちを3つの群に分け, L 学校環境の変化への適応に関 
する問題（新学期など）のある群（49.1%) , 2．学校の特定の状況（教師が恐いな 









































対抗するものである。Granell de Aldazの研究を通して，改めて，日本の登校拒 
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否・不登校の研究を見直す必要性があると考える。 









2 .Kraigherら と Vlatkovic-Prpicらの研究に関連して 
ユーゴスラビア国内では，セルビア，クロアチアの問題のように，国内の状態 
が不安定であり，チトー大統領の死後，どのような教育制度や教育行政が行われ 
ているか不明であるが, 1980年以降，attendance関連の文献は見られな い。Psyー 
CHOLOGICAL ABSTRACTSにおいて，school phobiaに関する文献が，2件見い出され 
る。Kraigher ら（1980）とVlatkovic-Prpicら ( 1981）との研究である。 
Kraigherら (1980）は，school phobiaに対する心理療法的アプローチを論じて 




























第5 章 DSM ー～, DSM ー～ーRとschool p h o bi a , 
school refusal およびn on -a t t en dan c e 
at school の関連 
第1節 はじめに 
ここでは，先ず，D SNー～(Diagnostic and Statistical Manual of Mental 
Disorders,Third Edition ) , DSN-Jll-R ( Diagnostic and Statistical Manual 
of Mental Disorders,Third Edition-Revised ) Cのschool phobia, school re-
fus aL non-attendance at schoolに関する取り扱いが，どのようになされている 





ができるものと考えられる。school phobiaやschool refusalは，実際に学校に行 
かないあるいは学校に行けない症状を表すものであるので，D SMー～, D SMー～ーRで 
の取り扱いを検討する必要があるものと考えた。 







第2 節 D SMー～ーRの診断分類におけるschool phobia, school refusaL 
non-attendance at schoolの記述 
l .separation anxiety disorder分離不安障害としての取り扱い 
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D SMー皿ーRの分類においてAxis I and II Categories and Codes（第I軸および 
IIのカテゴリーとコード）Disorders Usually First Evident 血Infancy, 
Childhood,or Adolescence（通常児童期あるいは青年期に発症する障害）の中に， 
Anxiety Disorders of Childhood or Adolescence（児童青年期の不安障害）とい 
















D SM-～ーRの中で，school refusalという記述は, この文章と併発症の記述にお 
いてのみである。ただし括弧内の記述は，その記述内容から，school refusalよ 



















経過の記述として， 「あるケースでは，分離についての不安と， （例えば，大 
学に行くことのような）分離を含む，不安や分離の状態を回避することのどちら 
についても，多くの年月の間続く」， と述べられている。障害の継続する期間に 










さまざまな診断の項目では，関連概念のtruancy について触れている。 「行為障 
害においては，truancyは 一般的であるが， このような子どもが家から離れている 
時には，分離不安は，たいてい起こらない」としている。この記述から，t ru anー 
-198-






述は，school refusalおよびschool phobiaと関連があるが，特に（3）の「愛着心 
を感じている人のそばにいたかったり，家にとどまっているために，登園や登校 
を継続的にいやがったり拒否する」， という状態に直接的な関連が考えられる。 









過剰不安障害の中では，school phobia, school refusal, non-attendance at 
schoolおよびこれら と類似の用語などは見い出されなかった。 
3 .panic disorderノくニック障害，social phobia社会恐怖およびsimple phobia 
単一恐怖の中での取り扱い 














診断基準の中でもschool phobiaやschool refusalに関する記述はないが，学校 
あるいは教師を恐怖の特定の対象や状況とすることは考られる。 
4．まとめとして 
これらの記述からD SMー～-Rでは， "school refusal”あるいは， "refuse to 
attend school”の言葉を用いての記述，更には“school phobia" , "non-atー 




これから取り上げる1980年以降の文献の中では, panic disorder, depressed 
disorderと school phobiaやschool refusalの関連を論じている文献が見られるが， 
D SMー～L D SMー～ーRのpanic disorder, depressed disorderの診断基準では， 
school phobiaなどに関する記述は見られない。以上のことから0 SMー～ーRでは， 
school phobiaあるいはschool refusalを，大きなカテゴリーとしての障害とは扱 
ってはいないことがわかった。 
第3 節 D SMー～, D SM-～ーRとの関連が見られる文献 
1．はじめに 




に限定すると，Green ら（1981) , Linet (1985 ) , Bernsteinら（1986), Beeghly 









Greenら の試みは，0 SMー～の診断基準にschool phobia， あるいはschool re-
fusalの状態の子ど もたちを位置づけようとするものである。 
(2). Linetらの研究 
アメリカのLine tら ( 1985）の研究では，ジル・ドウ・ラ・トウレット症候群の1 







ピモザイド誘導のschool phobiaと薬物によらないschool phobiaの識別ができな 
いという指摘の方法として，0 SMー～の診断基準を用いている。 
(3). Bernsteinら の研究 



















Beeghly (1986）は，不安障害の中で分離不安を取り上げ， その基準として，D 
SMー～の診断基準を取り上げている。school phobiaとschool refusalが青年にも 
起こっていることから，年長の子どもあるいは若い成人においても起こる不安障 
害ということで, DSM-fflの診断基準と照らして，児童期に特有ではない不安障害 
として，simple phobia, affective disorder, panic disorderを挙げている。 
Beeghlyの研究にお いて もGreenら，Linetら， Bernsteinと同様に，DSMー～に 
school phobia, school refusalのカテゴリーが存在しているかどうかを問題とは 
しておらず， どのような障害があるのか，あるいはないのかをDSMー～の診断基準 
に照らして捉えようとしている姿勢が窺える。 
(5) . Lastらの研究 










school phobiaの子どもすべてが,分離不安の問題を示すわけではなく， また分離 
不安障害を持つ子どもすべてが登校拒否を示すわけではないと言うことは明らか 











phobiaお よび分離不安の子どもを，多軸的，多面的な捉えかたをするためにD SMー 
～を用いている。今までの研究の中では，手順としては，順を追ったたどり方を 
していると考えられる。 
(6). Las tら（1987b）の研究 
































かの不十分さがある。D SMー～, DSMー～ーRは，登校拒否や学校恐怖症をカテゴリー 
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D SMー～, D SMー～ーRの中では，school phobiaの記述はなく， "school refusal" 
あるいは“refuse to go to school”の記述がいくつか見られたが，大きなカテ 
ゴリーとしては扱われていないことが分かった。 





定したために取り上げなかったが，ヴェネズエラのGranell de Aldazら（1984,1 
987）やスウェーデンのFrakierska (1988）が，ケースをD SM-mの診断基準に適応 
して議論を進めており， また阿部（1988）も行っていることからも行うことがで 
きることであると考える。 




狭い意味でのschool phobiaやschool refusalは4章まで見てきたように，世界 
各国で起こる状態である。星野らの指摘もあるように，DSMー～ーRもまだ完全なも 
のとは言えないが，世界で共通に利用できる診断基準としてDSMー～ーRを世界各国 




なお栗田（1991）は，D SMー～が，WHOのI CD- 10の最終版と整合性を持った形で1 
992年に出版の予定であると述べている。 
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第 6 章 フfく登市交に文f"’する薬牛勿l療Iン去く：2フ石J干多宅く2ソ 




で, ここでは，1980年以降のPSYCHOLOGICAL ABSTRACTSの文献を中心に，不登校に 
対する薬物療法を概観し考察を行うことにする。PSYCHOLOGにAL ABSTRACTSでは， 
アメリカ6件，英国4件, オーストラリア1件， カナダ1件の文献が1980年以降には 
見い出される。 




























第3 節 1980年以降の研究の概観 


































様の作用は， ピモザイドも示すことをアメリカのLinet (1985）が指摘している。 
Line tは， 0 .5--2 .5nigのピモザイドを一日3回服薬することで， トウレット症候群 
の10歳の男子が, school phobiaを進行させたケースを取り上げている。これに対 
して，アメリカのSverd (1988）は， トウレット症候群の9歳の子どもにイミプラミ 
ンの服薬を行うことによって， トウレット症候群を悪化させずに，パニックの発作 
と学校回避行動の治療処置を行ったと述べている。 










と断わりながら，思春期前期のうつ病, school phobia，摂食異常，爆発的攻撃的 
行動，学習不能，注意欠損障害（多動）， トウレット症候群，自閉症，そしてレ 
ッシューナイハン症候群の治療処置との関連で，イミプラミン，アミトリプチリン， 
リチウム，ピラセタン，プロプラノロール， トリプトファン， クロニジン，ピリ 
ドキシン，フエンフルラミンについて記述している。またカナダのSimeonとF er-
guson (1985）は，児童の精神医学的障害の治療処置における抗うつ薬および抗不 
安薬の役割に関する研究の概観を行っている。英国のRobinsonと Holden (1986 ) 
は，男性における神経性食欲異常亢進9つのケース報告の中で，過剰投薬による抑 
うつ性と自傷行為あるいは手首自傷が, 4ケースで見られたことを報告している。 
更に英国のGadow (1986）は， "Children on Medication : Volume II .Epilepsy, 













ることも考慮しておく必要があると考える。またMansdorf と Lukens (1987）が， 








なおMikkelsenら ( 1981）は， ドーパンミンの作用に関するハロペリドールの効果 
が，恐怖症候群の発病に関して，カテコールアミンに対する役割を与えていると 
している。ハロペリドールと同様の作用がピモザイドにあることを，Linetが指摘 





















第 7 章E ョ本こしこ才そジ しナるフ「く登校石ヲ干多宅くフ＞穆王荏見 
ーPSYCHOLOGICAL ABSTRACTS との関連を中心にー 
第1節 はじめに 


































































2 症例を選び， これについて考察している。症例Aでは，本人の登校拒否の契機 

















































































第5 節 1983年の研究 
1.猪股らの研究 
猪股ら（1983）は，非行と児童青年精神科医療について述べている。 ここでは， 
































































































































と筆者は考える。 IA 群とB群の母親は養育態度において差が見られた」とした 
結果は，本城（1983）とは対照的な結果となっている。また自殺・自傷行為が，A 
群のほうが多いという結論を出しているが，自殺についてA群が3例， B 群が1例， 
自傷行為ではA群5例, B 群2例であり，多い少ないを論じる段階の数ではないと 
考える。 
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動療法のーつとして漸次的接近法successive approximation （分化強化の基準を 





















究となっていると考えられる。表6 の中学生（N= 13）という数値は，明らかにN= 
63で間違いである。小学生低学年の事例がN= 7，父子家庭がN= 11という少ない数値 




2.1k ed aの研究 














Suzuki ら（1985）の研究は，Kobayashi (1984）の継続研究であると考えられ， 
登校拒否のケースの治療処置において利用される漸次的接近と，それと並行した 
トークン・エコノミー法の役割について, ケース研究を通して論じている。 → → 、 ‘ 
では，登校拒否の経歴を持つ13歳の男子に対する治療処置を取り上げている。漸 




























































































































































































































































































からみた実態や原因論などについて総論的に述べている。この文献は， "Why Cー 









族病理について述べている。この文献も‘'Why Children Reject SchoolーViews 







登校拒否児の治療についての考察を試みている。この文献も“Why Children Reー 
































































る。この少年は登校拒否を伴う分裂的精神病（disintegrative psychosis ) (Hー 
eller氏症候群） と診断され，12歳まで治療処置がなされたと述べられている。 （ 
この症候群については，資料編7章の部参照） 












































6 .McClureと Siratakiの研究 
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治療過程の中で，暴力行為を否認している症児に対して， 「Th も同じように大 













































える。ここでは， このようなことから『心理臨床ケース研究』， 『臨床心理ケー 
ス研究』の不登校関係の研究を概観することにする。なお，これらのケースの筆 
者による要約を，資料編8章の部に掲載している。 





































あるが，面接の過程でClの問題が鮮明になり， Cl が自分の問題に取り組んで 
行く過程で，次第にA子も継続した登校に向かう形になっている。 「もう遅すぎ 











したのかは， Cl からは語られていない。A子の中での何等かの大きな変化があ 
ったのだろうと考えられる。Clと姑が，一緒にA子を叩くということは，今ま 
での中でなかったことで, 2人の間にも関係の変化を感じさせられる。 
A 子のほうは, その後，安定した登校に入り， Cl が家（内）から外へと向か 
うことを援助するまでになっている。 Cl 自身の夫婦関係の問題は，考察でも述 
べられているように，未解決のまま終結を迎える形になっている。A子が再登校 











過をたどると, A 子の成長の様子が，母親の言葉を通して窺われ，それにつれて 
今までの家族の接し方から，A 子の動きに任せようという変化が感じられて来る。 





































どもの問題と言うよりは， 「私の治療」ということで, A が終結しても更に継続 
することを希望しているが，自分の問題を真正面から捉えようとしている姿が感 
じられる。 
考察でも述べられているが, A , T , M 子のそれぞれが,子ども達ばかりでは 






























































18セッションにおいて， T 子の了解を得てM夫と面接をしているが，兄妹との 











M 夫およびT子が家庭教師，学級担任，級友との関わりによって， Th との面 
接を中断し再登校していくことになるが，これらの関わりについての記述が暖昧 














学級担任の役割，学級の生徒の動きがあって, Th の対応にも反映して行って 










第6 節 1985年の研究 
L 木之下の研究 



















3期にC 'カら 内面の暗さばかりが目につく時期になるが,治療関係の深まりと 
捉えれば，家族面接を行うことによって，母親の内科医受診にしても，父母と共 




ている。 Th とCl の治療関係ができているとはいえず，更にThと両親との関 
係もできているとは言えない状態で，両親の一致した考え，父親の役割の行使， 





と述べられるが，それまでの段階ではClと Th の関係が， このようなものにな 

























徴的にも意味深い作品と述べているが， Cl の母親から離れて自己主張をしよう 
とする第一歩であると考えられる。 
母親自身も，第8回の母親面接で，今までClに対して述べてきた不満に区切り 


























の時， Cl なのか妹なのか，誰が， 「包丁を持ち出した」のか分からない。 
12回の面接の際に，家族関係において父と母の関係に食い違いがあるのが分か 
っており，弟妹そしてClにも影響を及ぼしているのが明らかである。 Th 一人 
だけで対応しようとせず，他者との共同作業も考えられたのではなかろうか。早 
期の対応がその後の治療過程にも重要であったものと考えられる。 
15回目になぜ， Th の持つClの父親の印象をClの母親にぶつけたのかその 
意図が書かれていない。17回においても箱庭を見せながら， Th の印象を伝えて 
いるが，母親の側から印象を述べるよりも先に， Th の印象を述べているようで 





あるいは父母の状態が分かりにくい。このような中でC 1 カら 家族全員で， とい 
う思いをハイキングの場面で家族だけで行きたいと言うことや，家族一緒に寝る 
ということでも表してきている。登校拒否という表現の仕方ばかりではなく, こ 































Cl の父親との関わり，母親との関わりについて，Th は，充分にClとの歩 











込まれていた子どもも立ち直っていく。治療過程を振り返り, Th との関係がど 
のように進み，それがClの心の変化，ひいては子どもの変化にどのように働い 
ていったかを明らかにしようとしている。 I 期で,子どもの様子，これまでのい 





するよりは， Cl とTh のポイントとなるやり取りを記述し， Th に感じられた 
ことを記述した方が，分かりやすいと考えられる。 




伝わってこない。電話の後の10回目で， Cl が「電話のあと衝動的に死にたくな 
ったが思いとどまった」としていることからも，重要な内容を含んでいたものと 
考えられる。 Th が強引に，これ以降治療を続けることを選び，治療も続くこと 
になるカら このThの態度は, Cl のサイドに立ったものとは考えられない。 
II期にFの家の問題として， F の母と父，兄との関係が述べられるが, これは 
Fから直接話されたものではなく, Cl を通しての話である。なぜ， Fの母親を 
「絶対」と思っているのか, どのように父親が影がうすかったのか,なぜClか 
ら見るとFが「本当に悩んだり，苦しんだりしているのかわからない人」なのか， 
これらの記述からは分からない。 F の家の問題が明るみに出たとされても, どの 
ような家の問題なのか， この文脈からは分からない。面接時間を2時間取っている 
が，一回ばかりではないようであることから， Th とCl との距離が近づきすぎ 
ているように考えられる。 
～期で， Th とのつながりを強めることよりも, IF との時間をとることにす 
るが，MがFに告げなかった」ということで， Cl のみの関係を続けるが，早い 
時期に， F との関係作りもしていくことが必要であったのではないだろうか。 
～期では， Th の方が，かえって思い入れが多く，先を急いでいるようにも思 
われる。 Cl が他の機関の相談ではなく，Th を選んだということから， Th が 
感じていることであるが，このことはThとのつながりを再確認することに結び 
つくというよりむしろ， Cl がカウンセリングを通して，自分の中のエネルギー 
が高まり，獲得してきたことであると考えられる。 





場合もあると考えられる。この～期において， Cl がTh に頼らず，自分で歩み 
始めようとしていると考えられるとき， Th の方が離れ難くなっているように考 

















ても， Cl は断続的に欠席をし，何とか保健室登校という形でも学校との関係を 









第8 節 1987年の研究 
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1．米倉の研究 




を報告し，治療関係を検討している。治療過程の読後すぐの感想は， Th はC ' 
と本当に身体を張って勝負をするものだ，これだけのエネルギーをThも持って 
いないと， Cl と対峙することはできないものだということであった。しっかり 

























第 期に，学校の態度がAに対して性急になり， Th の側からの申し入れで， 
見守る形を取っていた学校の態度が変わったと，書かれているが，治療過程の記 
述では， Th と学校の連携がどの様な形で続いてきているのか述べられていない。 

































第9 章 考 察 
第1節 school phobiaおよびschool refusalの発症とその捉え方 
l .school phobiaおよびschool refusalの発症 










2.school phobiaおよびschool refusalの捉え方 
school phobiaについては，初期研究からJohnson らの捉え方のように，分離不 
安を基盤とした考え方をとる方向と，E.Kleinのよ うに学校要因を重視する考え方 
をとる方向とが存在してきている。Johnson らの分離不安を基盤とするschool 








者の間ではJohnsonらの意図に反し， school phobiaは使われ続け今日に至ってい 
る。school refusalは，古く1911年のJungの頃から“refuse to go to school" 
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という形で使われ始め，Millarら によ っ てschool refusalという用語にされたと 
考えられるが, 1980年以降の用いられ方を研究の概観を通して見るとschool 
phobiaが慢性的にな っている場合にschool refusalの用語を用いている例が幾つ 










第2 節 school phobiaおよびschool refusalの広がり 
1．狭い意味でのschool phobiaおよびschool refusalの広がり 
狭い意味でのschool phobiaおよびschool refusalについての研究は，日本, ス 
ウェーデン，英国，アメリカ，ヴェネズエラにおいて少なくとも行われている。 
スウェーデンのFlakierska (1988）の精神科外来の内の7%，英国のSniith (1970 ) 
の3.8%, Hersov (1990）によるRut terら のワイト島の3％以下という値，アメリカ 
のKennedy (1965）の1.7%, KahnとNursten (1962）の10年間の2～故，ヴェネズエ 









られている。 1 節-lで見たように，狭い意味でのschool phobiaおよびschool 
ref usalは， 学校のある世界のどこでも起こり得る状態であるが，1％前後の出現率 
であると考えられる。 
乙抗うつ薬のschool phobiaに対する効果とハロペリドール誘導のschool 
ph ob i a類似の状態 
6章で見たように，ある種のschool phobiaには，抗うつ薬が有効である場合が 
あり，その後に心理療法によって軽快するケースがある。また，逆にハロペリド 





物質の作用によって改善されるschool phobiaもschool phobiaの中には含まれて 
いることが分かる。 
狭い意味でのschool phobiaおよびschool refusalとされているものの中には生 
体内活動，神経作用との関連するものが含まれていることが考えられる。これら 
も世界のschool phobiaおよびschool refusalの出現率の一部を構成していると考 
えられる。 

































4章14節のGalloway (1985）の研究のように，英国ではtruancyの 研究段階から 
今日に至るまで10％前後の不登校率を示し続けているという。Hersov (1990）や『 
教育指標の国際比較』 (1989）に見られるように義務教育を修了するとその後に 


































































第6 節 ERにおよびPSYCHOLOGICAL ABSTRACTSに関して 
本研究では，ERIC (Educational Resources Information Center）およびP SY - 
CHOLOGICAL ABSTRACTSに取り上げられた文献を中心にschool phobia, school 


























およびPSYCHOLOGICAL ABSTRACTSの文献からー」を行い， 『鳴門生徒指導研究』に 
掲載予定である。 
なお，本研究では，キーワードとして，attendance, school phobia , school 
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